
平
成
26
年
度
の
埼
玉
県
行
政
書
士
会

上
尾
支
部
定
時
総
会
が
、
４
月
25
日
上

尾
市
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
平
成
25
年
度
の
事
業
報

告
・
収
支
決
算
報
告
・
監
査
報
告
、
平

成
26
年
度
の
事
業
計
画
（
案
）
・
収
支

予
算
（
案
）
・
埼
玉
県
行
政
書
士
会
総

会
代
議
員
選
出
等
が
、
原
案
通
り
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
埼
玉
県
行
政
書
士
政
治
連
盟

上
尾
支
部
定
時
総
会
が
、
同
日
同
所
に

お
い
て
併
せ
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
に
お
い
て
一
般
会
員
の
出
席
が

少
な
く
、
ま
た
女
性
会
員
の
出
席
が
な

か
っ
た
こ
と
が
、
今
後
の
課
題
と
し
て

残
り
ま
し
た
。

女
性
会
員
が
、
積
極
的
に
出
席
で
き

る
環
境
を
整
備
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

埼
玉
県
行
政
書
士
会
上
尾
支
部
定
時

総
会
及
び
埼
玉
県
行
政
書
士
政
治
連
盟

上
尾
支
部
定
時
総
会
に
続
い
て
開
催
さ

れ
た
懇
親
会
で
は
、
ご
来
賓
と
し
て
ご

出
席
さ
れ
た
行
政
関
係
の
方
々
、
ま
た
、

中
根
一
幸
衆
議
院
議
員
ほ
か
国
会
・
県

議
会
・
町
議
会
の
議
員
の
方
々
に
、
そ

れ
ぞ
れ
ご
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。

中
根
一
幸
衆
議
院
議
員
は
、
国
会
会

期
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
国
会
終
了
後
駆

け
付
け
て
下
さ
い
ま
し
た
。

懇
親
会
は
、
ご
来
賓
と
出
席
会
員
と

が
、
お
酒
を
飲
み
交
わ
し
な
が
ら
交
流

を
深
め
盛
会
で
し
た
。

(

総
務
部
長

高
村
多
嘉
藏)

上
尾
支
部
の
市
民
貢
献
活
動
の
一
環

と
し
て
行
っ
て
い
る
支
部
事
務
所
無
料

相
談
が
ス
タ
ー
ト
し
て
約
１
年
が
経
過

し
ま
し
た
。
事
務
所
看
板
に
よ
る
周
知
、

市
役
所
窓
口
で
の
チ
ラ
シ
配
布
等
の
効

果
に
よ
り
市
民
の
皆
様
方
の
認
知
度
も

上
が
っ
て
き
て
お
り
、
徐
々
に
相
談
に

来
ら
れ
る
方
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

相
談
内
容
も
離
婚
、
相
続
、
近
隣
ト

ラ
ブ
ル
、
車
両
登
録
な
ど
幅
広
い
相
談

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
後
さ
ら
に

周
知
活
動
を
行
い
、
よ
り
多
く
市
民
の

方
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
活
動
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
年
４
月
か
ら
支
部
の
新
し

い
試
み
と
し
て
、
女
性
か
ら
の
、
男
性

に
は
話
し
づ
ら
い
と
の
ご
相
談
に
対
応

す
る
た
め
に
女
性
行
政
書
士
が
相
談
に

応
じ
る
「
レ
デ
ィ
ー
ス
デ
イ
」
を
開
始

し
ま
し
た
。
翌
月
か
ら
来
所
さ
れ
る
方

も
お
り
ま
し
た
の
で
、
ま
だ
相
談
員
と

し
て
参
加
し
て
い
な
い
女
性
会
員
の
方

は
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
事
業
部
部
員

小
河
原
寛
子
）
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上
尾
支
部
定
時
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

上
尾
支
部
事
務
所
相
談
会
と

レ
デ
ィ
ー
ス
デ
イ
に
つ
い
て

○
ご
来
賓
の
方
々

○
中
央
に
荒
岡
克
己
埼
玉
会
会
長



平
成
26
年
４
月
12
日
（
土
）
、
Ｊ

Ｒ
上
尾
駅
西
口
自
由
通
路
に
お
い
て
、

街
頭
無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
お
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
55
組

66
件
の
相
談
に
つ
い
て
会
員
25
名
が

対
応
し
ま
し
た
。
相
談
内
容
は
、
相

続
に
関
す
る
相
談
が
最
も
多
く
、
特

に
最
近
の
傾
向
と
し
て
配
偶
者
も
子

も
い
な
い
兄
弟
相
続
に
つ
い
て
の
相

談
が
多
く
な
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ

ま
し
た
。

そ
の
せ
い
か
、
遺
言
に
つ
い
て
の
知

識
を
得
た
い
と
い
う
相
談
者
も
た
く

さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
来
年
１
月
か
ら
の
改
正
相

続
税
法
に
つ
い
て
も
、
相
談
者
の
皆

さ
ん
の
関
心
が
高
い
よ
う
で
し
た
。

自
分
の
亡
く
な
っ
た
あ
と
、
残
さ

れ
た
者
に
苦
労
さ
せ
た
く
な
い
と
い

う
相
談
者
の
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
く

る
よ
う
で
し
た
。

他
に
は
、
外
国
人
の
相
談
者
の
就

職
問
題
、
認
知
症
の
親
を
か
か
え
た

方
か
ら
の
相
談
等
様
々
な
ご
相
談
が

あ
り
ま
し
た
。

相
談
会
に
は
大
島
敦
衆
議
院
議
員

が
お
見
え
に
な
り
、
励
ま
し
の
お
言

葉
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

（
事
業
部
長

船
川
喜
正
）

本
年
度
よ
り
、
上
尾
市
と
桶
川
市
の

ご
協
力
の
も
と
、
上
尾
市
と
桶
川
市
の

そ
れ
ぞ
れ
の
市
内
循
環
バ
ス
に
、
上
尾

駅
と
桶
川
駅
の
街
頭
無
料
相
談
会
の
案

内
広
告
を
掲
示
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
（
上
尾
駅
街
頭
無
料
相
談
会
の
案
内

広
告
は
上
尾
市
内
循
環
バ
ス
「
ぐ
る
っ

と
く
ん
」
、
桶
川
駅
街
頭
無
料
相
談
会

の
案
内
広
告
は
桶
川
市
内
循
環
バ
ス

「
べ
に
ば
な
号
」
に
掲
示
）
。

写
真
の
広
告
が
４
月
12
日(

土)

に
開

催
さ
れ
た
上
尾
駅
街
頭
無
料
相
談
会
の

も
の
で
、
３
月
中
旬
か
ら
相
談
会
の
前

日
ま
で
の
間
、
上
尾
市
内
循
環
バ
ス

「
ぐ
る
っ
と
く
ん
」
に
掲
示
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

（
広
報
部
長

平
峰
直
彦
）
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上
尾
駅
街
頭
無
料
相
談
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

上
尾
市
と
桶
川
市
の
循
環
バ
ス
に

広
告
を
掲
載
し
ま
し
た

研
修
旅
行
の
お
誘
い

○
大
島
敦
衆
議
院
議
員
と
秋
山
允
宏
支
部
長
、
船
川
事
業
部
長



平
成
26
年
６
月
７
日
（
土
）
に
、

桶
川
駅
街
頭
無
料
相
談
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
朝
か
ら
雨
と
風
が
激

し
く
て
、
相
談
に
来
ら
れ
る
方
が
い

る
の
か
と
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
お

昼
前
後
か
ら
徐
々
に
相
談
者
が
増
え
、

一
時
は
並
べ
て
あ
っ
た
椅
子
が
足
り

な
く
な
り
相
談
待
ち
が
出
る
ほ
ど
の

盛
況
ぶ
り
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
日
の
相
談
内
容
は
、
相
談
者

22
人
、
相
談
件
数
30
件
（
離
婚
２
、

相
続
14
、
遺
言
７
、
成
年
後
見
１
、

贈
与
２
、
不
動
産
２
、
法
人
１
、
そ

の
他
１
）
で
し
た
。

桶
川
市
の
広
報
を
見
て
、
こ
の
日

を
待
ち
望
ん
で
い
て
、
当
日
雨
の
中

相
談
に
来
ら
れ
た
方
も
い
て
、
こ
の

相
談
会
が
皆
さ
ん
に
認
知
さ
れ
、
需

要
が
広
が
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を
感

じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
皆
さ
ん
に
最
も
身

近
な
と
こ
ろ
で
気
軽
に
相
談
を
受
け

ら
れ
る
行
政
書
士
の
存
在
を
、
も
っ

と
周
知
し
て
い
く
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
で
す
。

（
事
業
部

佐
々
木

幹
）
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桶
川
駅
街
頭
無
料
相
談
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

夏
期
研
修
会
を
開
催
し
ま
す

納
涼
会
の
お
誘
い

○
相
談
に
応
じ
る
支
部
会
員



５
月
27
日
（
火
）
、
さ
い
た
ま
市
浦

和
区
の
浦
和
ロ
イ
ヤ
ル
パ
イ
ン
ズ
ホ
テ

ル
に
お
い
て
、
埼
玉
県
行
政
書
士
会
定

時
総
会
及
び
埼
玉
県
行
政
書
士
政
治
連

盟
定
期
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

上
尾
支
部
か
ら
は
13
名
（
政
連
は
12

名
）
の
代
議
員
が
出
席
し
、
昨
年
度
の

事
業
報
告
並
び
に
今
年
度
の
事
業
計
画

の
決
議
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

（
広
報
部
長

平
峰
直
彦
）

【
顕
彰
規
程
第
３
条
第
１
項
第
１
号
該

当
】

（
本
会
の
役
員
の
経
歴
通
算
４
年
以
上

の
者
）

友
光

仁
史

【
顕
彰
規
定
第
３
条
第
１
項
第
３
号
該

当
】

（
支
部
の
役
員
経
歴
通
算
６
年
以
上
の

者
）大

森

眞
市

風
間

昭
彦

田
中

智

槌
本

泰
之

【
顕
彰
規
定
第
３
条
第
１
項
第
４
号
該

当
】

（
本
会
の
会
員
と
し
て
１
５
年
以
上
の

業
務
経
歴
が
あ
り
他
の
模
範
と
な
る
者
）

大
木

正

【
顕
彰
規
定
第
３
条
第
１
項
第
６
号
該

当
】

（
通
算
35
年
以
上
の
業
務
経
歴
が
あ
り

他
の
模
範
と
な
る
者
）

石
倉

富
美
子

大
河
戸

清

染
矢

正
文

支
部
に
入
会
さ
れ
た
新
入
会
員
３
名
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

○
諸
井
佳
子

先
生

行
政
書
士
諸
井
佳
子
事
務
所

出
身
地
…
埼
玉
県
鴻
巣
市
（
旧
吹
上
町
）

趣
味
…
パ
ン
・
ケ
ー
キ
作
り

前
職
…
主
婦
（
OL
時
代
は
、
財
務
省
・

法
律
事
務
所
）

取
り
扱
い
た
い
業
務
…
会
社
設
立

好
き
な
食
べ
物
…
ア
ボ
カ
ド
、
エ
ス
ニ
ッ

ク
料
理

座
右
の
銘
…
一
期
一
会

○
押
川
て
る
子

先
生

行
政
書
士
法
人
な
が
し
ま
事
務
所

ご
本
人
の
ご
希
望
に
よ
り
、
お
名
前
の

み
の
ご
紹
介
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
木
部
泰

先
生

行
政
書
士
法
人
登
録
サ
ポ
ー
ト

大
宮
軽
事
務
所

木
部
先
生
は
鴻
巣
支
部
か
ら
の
転
入
会

員
で
す
。
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埼
玉
県
会
定
時
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

支
部
会
員
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た

新
入
会
員
の
ご
紹
介


